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最終講義

光とともに
2009年1月10日（土）14:10～15:40
於 新泉山館大会議室

最終講義を迎えて

1953年、12歳の時に憧れのセーラー服で臨んだ日本女子大学附属中学校の入学式から半世紀以
上の時を経て、本日、こうして最終講義の場を迎えることになりました。
私は、東京大学電子工学科で助手を務めた5年間を除き、今日まで、日本女子大学の学生とし

て10年間の薫陶を受け、教員としては41年間、学生の教育・研究に努めて参りました。
日本女子大学との「出会い」は、のちに女子学生たちと共に研究を創る環境を得ることにつなが
りましたが、東京大学助手時代にはヘリウムネオンレーザの赤い「光」との幸運な「出会い」が
あり、それが私にとって研究生活の始まりでした。25歳からのその後の研究生活は、文字通り、
「光とともに」ありました。「光学」、「量子・光エレクトロニクス」などの講義・実験教育を
通じた学生たちとの交流や、卒論研究指導を含む研究活動は、子育て同様、新しい発見に溢れる
日々でした。そして、その成果が、回折光学素子を基礎としながら「光エレクトロニクス」分野
へと新たな研究展開を推し進めることにつながったのだと思います。
さらに、100年近くの歴史を持つ日本女子大学に、1992年、私立女子大学唯一の理学部・理学

研究科を創設するという重要なプロセスにささやかながら尽力することができたことは、大きな
喜びとともに誇りでもあります。それが、今日の「女性研究者マルチキャリアパス支援モデル事
業」（振興調整費採択）を切り拓くことにつながったことでも分かるように、理系女性の育成と
研究活動のサポートの拠点として、知的好奇心を持って集う女子学生たちに、協働とその結果生
まれる連帯と信頼の大切さを学ぶ場を提供しながら、ともにのびのびと多様な先端研究を生みだ
してくることができました。科学技術の発展にも十分貢献できたといえる研究実績がこのことを
示しているように感じております。
最後になりましたが、これまでの長い道のりを支えてくださった日本女子大学の教職員の皆

様、そして、多くの共同研究者、省庁はじめ関係諸機関の皆様のご指導とご助力に対し、心から
御礼申し上げます。また、楽しみながら、時間を忘れて一緒に研究を築いてきた小舘研究室の卒
業生に対して、彼女たちの熱意とエネルギーに敬意を表すとともに、その一人一人が、ワークラ
イフのバランスをとりながら、今後、大いに活躍していくことに期待したいと思います。
本日は、皆様の貴重な時間をどうもありがとうございました。
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教育現場からのスタート

私は、日本女子大学附属中学・高校を卒業し、

同大学家政学部家政理学科（物理専攻）に進学し

た。それから4年後、一緒に物理専攻を卒業した

同級生はわずか6名と、小規模な学び舎ではあっ

たが、量子力学、物性論、電磁気学などの授業が

開講されており、難解ながらも物理学の魅力に惹

きつけられながら勉強することのできた充実した

時間であった。卒業に際して、当初約束されてい

た大学での助手のポストが流れてしまうこととな

り、ポストができるまでの期間、との指導教授の

言葉に導かれ、専任の物理教諭として付属高校に

赴任することとなった。一見不運にも思えるスタ

ートではあったが、思い返せば、小学校卒業時か

ら「教師」を将来の職業にと希望していた私にと

っては、学んだことを生かすための大変ありがた

い実践の場となった。

そもそも教師を志した原点は、中野区立の小学

校で、戦後の民主教育を志向する人間味溢れる先

生達から初等教育を受けたこと、特に後に中野区

教育委員長を務められた平塚トシ子先生の明解な

授業とリーダシップに女性教師への憧れを抱いた

ことにある。さらに、4年時には、2人の理科専科

の教員が、工夫を凝らした教材で実験教育を担当

してくださったおかげで、新たな世界に触れるこ

とができた。私は、父の影響で大変読書が好きだ

ったが、本の世界からは決して得られない興味深

い対象物があることをこのとき知った。「物」へ

の関心は、進学した中学校での女性教員による丁

寧な隔週の実験授業と理科クラブへの参加により

一層高まり、高校では、古典などの書物にも魅せ

られたものの、結局、自主研究として物理班を選

び、それからの2年間、原子の核分裂の模型づく

りなどに精を出した。そのころには、将来は「物

理学と物づくり」を満喫したいと考え始めていた。

物理を専攻した学部時代は、学園祭で展示するマ

イクロ波導波管通信のために、秋葉原での電子部

品の買い出しから作製まで、非常勤講師の阿部邦

彦先生からマンツーマンの指導を受け、理論を具

現化する物づくりの楽しさと完成したときの達成

感を体験した。このように、女子のみでのびのび

と過ごした環境と熱意ある先生方による寺子屋式

の教育は、現代にも通用する人材育成の基本では

ないかと感じているが、それは私自身の体験に基

づくものである。

こうした学部時代を経て、高校の教師として赴任

した私は、担任も務めながら、自分とそう年齢差

もない、多感な生徒達と語り合い、教育の重要性

と自学自動の意義を体験することができた。つま

り、教育現場からのスタートは、現在まで続く彼

女たちとの交流ばかりではなく、研究室運営に

とっても大いに示唆を与えてくれるありがたい経

験だった。

「光」に出会って研究者へ

そうして、3年が経過した後、約束されていた
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助手の増員が再び大学の事情で見送られた際には、

私もさすがに愕然とし、目標を失うとともに、大

きな喪失感を味わうこととなった。すぐに東京大

学工学部電子工学科の臨時勤務者として働くこと

になったのだが、転機が訪れたのはそれから数か

月後、「教職経験者か大学院修了者にしか就けな

い専任助手のポストを引き受けてください」との

思いがけない連絡を受けたのがきっかけだった。

この電話が「研究者の道」に繋がる扉を開けてく

れることになったのである。幸いにもデバイス系

の神山雅英先生の研究室に配属され、そこではじ

めて、生涯の師と研究テーマ「光（レーザ光）」

に出会った。電子工学科がスタートした1960年は

レーザーが初めて世に出た年で、神山先生は、分

光研究の先達として量子エレクトロニクスの研究

に取り組まれておられた。同時に、薄膜委員会の

委員長、応用物理学会の会長、学術会議会員とし

て理学と工学の結びつきにも、大きな貢献をされ

ている。先生は、自由に考えて自分で研究を作っ

ていくことを尊重しておられ、研究経験のない私

がじっくりと歩めるようにとても温かいご指導を

して下さった。この研究室での5年間は、その後、

光エレクトロニクス分野の世界のリーダーとなっ

た優秀な若手研究者集団との出会いにも恵まれ、

旋盤によるミラーホルダーなどの「装置作り」や

数値解析プログラムの開発など、研究創成の基礎

を学んだ非常に中身の濃い貴重な期間となった。

回折光学素子の研究と共に

～「光」のリレー

この間、周期格子の自己結像作用であるタル

ボット効果を採り入れた「二重回折法の研究」

に取り組み、JJAPに最初の論文が掲載されたの

は30歳、研究者としては大変遅いスタートだっ

た。すでに2児の母で、家事と研究の両立の慌た

だしい日々を過ごす私にとって、積み重ねによ

って得られた実験の成果が大きな励みとなり、

新たな研究意欲も生まれてきた。神山先生が

「テーマとしても古くもなく、先端的な応用分

野もあり、また競争相手もそう多くない点で子

育て中の小舘さんに適している」と勧めてくだ

さった回折格子の研究に携わったおかげで、

1970年代の半導体レーザーの親展によるマイク

ロオプティクスの黎明期から今日まで、回折光

学素子の物理的基礎研究を基盤として、微小光

機能デバイスの設計と数値解析エンジンの開発、

すばる望遠鏡用直視型分散素子、全光型顔画像

認証システム、フォトニックネットワーク用光

デバイスなどのテーマを通じて、進展著しい光

エレクトロニクス領域の研究に今日まで関わっ

てくることができたのだと思う。教授昇任の折、

神山先生からいただいた大きな課題は「研究の

進展とともに、これからは1人のモデルとなって

女性研究者、教育者の育成に当たりなさい」と

いうものだった。その教えを胸に、女子大学に

「楽しい光の研究環境」を創ることを心がけ、

自然な形での理系女性のリーダー育成を目指し

てきた。その成果は、すぐにあらわれるような

ものでは決してなかったが、研究室の卒業生を

みまわしてみると、ライフ・ワークともに見事

に両立しながら、研究者の道を歩み続け、ロー

ルモデルとして活躍しているものたちも少なく

ない。このような前向きな連鎖が今後も続いて

いくための環境を用意し、次につないでいくこ

とが、研究者として最終コーナーに立つ私に課

せられた役割であると自覚し、私が幸運にも出

会うことができた「光」のトーチを今後も伝え

ていければと願っている。

小舘香椎子（こだて かしこ 1941年生）
日本学術会議第三部会員、日本女子大学理学部教授
専門：応用光学



研究の軌跡

1959 1963 1966 1971 1975 1982 1988 1990 1992 20082000 20041996

家政学部

東京大学

附属高等学校

専任講師 助教授 教授

家政学部 理学部教授

助手 教授

一般教育課程
電気工学科
助手

物理教諭
家政理学科
物理専攻

日本女子大学

工学部

日本女子大学

論文件数

10件

44件

19件

86件

通信・ 放送機構（TAO）成果展開等研究開発事業
NEDO大学発事業創出実用化研究開発費助成金

文部科学省科学研究費補助金特定領域研究
文部科学省科学研究費総合研究（A）

文部科学省科学研究費特定研究 通信・放送機構 （TAO）創造的情報通信技術研究開発推進制度

文部科学省科学研究費奨励研究（A）文部科学省科学研究費一般研究（C）

大学院高度化推進経費・日本私立学校学術研究振興資金・文部科学省サイバーキャンパス整備事業文部科学省科学研究費基盤研究（C）

総務省戦略的情報通信研究開発推進制度（SCOPE）

回折光学素子を中心とする
マイクロオプティクスの基礎と応用

学園祭の自主研究
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スイッチング（NICTとの共同研究）

AWG型光波シンセサイザの開発
（NICTとの共同研究）

自由空間型可変
スペクトル制御装置の開発
（NICTとの共同研究）

ECOC 2006発表

OFC 2008発表

フレネルゾーンプ
レートを利用した
初めての光相関演算

並列光相関演算を用いた文字認識

VCSELアレイモジュールによる光並列演算

顔認証装置のシステム化と
サイバーセキュリティへの応用

マッチトフィルタリング
を用いた超高速化提案

（FARCO）

研究室成果の技術移転のため
（株）Photonic System Solutions 設立

フォトリフラクティブ結晶
による全光化

多チャンネル化光多重記録

Fiber bundleを用いたランダムパターン
光多重記録（高山佳久氏との共同研究）

自然石を用いた
ランダムパターン
光多重記録システムの検討

AWGを用いた小型分光センサ
（岡本勝就氏との共同研究）

研究がnatureに
紹介されました

ホログラフィック光
ディスクを用いた全光
型超高速相関システム

3次元情報を用いた
光認証

携帯電話顔認証
システム

顔認証システム
ソフトウェア化

著書
総説・解説・巻頭言
学術論文
日本女子大学理学部紀要
国際会議
国際シンポジウム
国内学会・学術講演会
国内シンポジウム

業績（2009年1月10日現在）

理学部設立

リソグラフィ法微細格子の作製

「女性研究者マルチキャリアパス支援モデル」
プロジェクトリーダー

理学研究科
数理・物性構造科学
専攻主任

理学研究科委員長数物科
学科長

39件
70件

114件
45件

138件
13件

298件
130件

文部科学省科学研究費基盤研究（B）
科学技術振興事業団（JST）

経済産業省「自動動画検索技術を用いた海賊版実態調査研究」

動画識別システム

共同研究・委託研究
・東京大学
・早稲田大学
・国立天文台
・（独）情報通信研究機構
・（独）理化学研究所
・日本電信電話（株）

フォトニクス研究所
・（株）日立製作所
・住友電気工業（株）
・（株）トプコン
・浜松ホトニクス（株）
・パルステック工業（株）

他多数

文部科学省科学研究費と
競争的研究助成・委託研究

講演会
特許
科学研究費補助金
競争的資金
共同研究
委託研究
新聞・ＴＶ等報道

71件
31件
26件
23件
23件
26件
77件

JTCによる
光相関システムの
顔認証への応用

ハイブリッド光並列顔認識システム
（自動化システム）の構築

ランダムパターン
光多重記録システム
におけるカラー記録



ビデオ「やさしい光技術」
シリーズ (1998～2003)やさしい光技術

(2002)

著作・監修
“光できらめく理系女性たち”

(2007), オプトロニクス社

“どこまで進んだ
男女共同参画”
学術会議叢書12

(2006),
日本学術会議

男女共同
参画委員会,

3年間の
あゆみ(2004),
応用物理学会

“デジタル回折光学”監修
(2005), 丸善

“Handbook of optical Interconnects”
Ch. 4- Development of Diffractive

Optics and Future Challenges,
(2005), Taylor&Francis

魅力ある光情報
教育のために

-副教材へのヒント-
(2003)

21世紀の
多様化する
科学技術者の
理想像

アンケートの
報告書 (2004),
男女共同参画
学協会連絡会

研究業績

＊パソコンによる情報処理入門 (1987), 著
＊Turbo Pascal編 (1990), 著
＊MS-DOS＆BASIC編 (1992), 著・監修
＊アプリケーションソフト編 (1994) , 監修
＊ C言語編 (1995) ,監修
＊情報科学入門初版・第2版・第3版

(1995, 2001, 2002) ,著・監修

“Face recognition”
Ch. 12- Compact Parallel Optical Correlator

for Face Recognition and ItsApplication,
(2007), I-TECH Education and Publishing

＊“微小光学ハンドブック”第Ⅲ部 5. リソグラフィ技術 (1994), 朝倉書店
＊ “光コンピューティングの事典” 11.6 受動光学素子 (1997), 朝倉書店
＊“最新回折光学素子技術全集”第2章第3節スカラー回折理論による解析 (2004), 技術情報協会
＊“光科学研究の最前線”画像セキュリティシステム (2005), 強光子場科学研究懇談会
＊“ホログラフィー材料”第2部 5.4 ホログラフィックマッチトフィルタによる光相関, 他 (2007), （株）NTS
＊ “情報教育事典”第12章情報・通信の歴史, 他 (2008), 丸善

＊情報科教育法 (2002), 監修
＊情報社会と情報倫理 (2002), 監修
＊情報と職業 (2002), 監修
＊情報教育の新パラダイム (2003), 監修
＊マルチメディア表現と技術 (2003), 著・監修
＊ eラーニングの理論と実際 (2003), 著・監修

Second Edition
刊行決定

(2009)

アニュアルレポート
“光情報と共に”

Vol. 1 (2005),
Vol. 2 (2007)

“光に出会って”
（還暦記念冊子）

(2001)

男女共同
参画委員会,
設立集会

(2002),
男女共同参画
学協会連絡会光産業技術振興協会

女性研究者DVD
Vol.1 (2007)
Vol.2 (2008)

【最初の論文】
K. Kodate, T. Kamiya, M. Kamiyama, “Double 
Diffraction in the Fresnel Region,” Jpn. J. Appl. Phys.
10, 1040-1046 (1971)

●情報科学教育シリーズ

●「光」分野の教育・人材育成シリーズ

プロジェクト報告書
(2007, 2008)

平成18年度文部科学省科学技術振興調整費採択
日本女子大学「女性研究者マルチキャリアパス支援モデル」

平成18年度
女性研究者マルチキャリアパス支援プロジェクト

報告書

日本女子大学

女性研究者マルチキ ャリア パス 支援プ ロ ジェクト

平成19年度
女性研究者マルチキャリアパス支援プロジェクト

報告書

日本女子大学
女性研究者マルチ キャリ アパス支援プロ ジェ クト

ニュースレター
Vol.1～4

(2006-2008)

光に出会って

平成13年5月

小舘香椎子先生 還暦記念

光
情
報
と
共
に

日本女子大学 理学部小舘研究室

Annual Report vol. 1

光
情
報
と
共
に

日本女子大学 理学部小舘研究室

Annual Report vol. 2

“応用物理
学会における
人材育成・
男女共同参画
の今までと
これから”
応用物理 76,
919-924
(2007)

“未来社会に
向けた
応用物理の
課題と展望
－人材育成
の視点からー”
学術の動向
13, 62-65

(2008)

1987年から
日本女子大学に

情報科学教育を導入

回折光学素子を中心とするマイクロオプティクスの基礎と応用

多重光機能システムと次世代フォトニック信号処理

ホログラフィック光メモリとセキュリティ応用

光相関演算器と超高速画像検索システムの研究開発

人材育成・男女共同参画

主要な学術論文

1.  K. Kodate, T. Kamiya and M. Kamiyama, “Double Diffraction in the Fresnel Region,” Jpn. J. Appl. Phys. 10, 1040-1045 (1971).
2.  K. Kodate, T. Kamiya, H. Takenaka and H. Yanai, “Doubule Diffraction of Holographic Phase Gratings and Its Application to Displacement                 

Measurements,” Jpn. J. Appl. Phys. Supplement, 14-1, 475-480 (1975).
3.  K. Kodate and H. Takenaka, “Measurement of Mechanical Deformation of Dielectric Fibers by a Light Scattering Method,” Opt. Quantum 

Electron. 11, 495-505 (1979).
4.  K. Kodate, H. Takenaka and T. Kamiya “Fabrication of High Numerical Aperture Zone Plates using Deep Ultraviolet Lithography,” Appl. Opt. 23, 

504-507 (1984).
5.  K. Kodate, T. Kamiya,Y. Okada and H. Takenaka, “Focusing Characteristics of High Efficiency Fresnel Zone Plate Fabricated by Deep Ultraviolet 

Lithography,” Jpn. J. Appl. Phys. 25, 223-227 (1986).
6.  K. Kodate, E. Tokunaga, Y. Tatuno, J. L. Chen and T. Kamiya, “Efficient Zone Plate Array Accessor for Optoelectronic Integrated Circuits:  

Design and Fabrication,” Appl. Opt. 29, 5115-5119 (1990).
7.  W. Klaus, N. Hashimoto, K. Kodate and T. Kamiya, “Fast and Accurate Phase Retardation-Measurement of 0°Twisted Nematic Liquid Crystal 

panels based on the principle of Homodyne receiving,” Opt. Rev. 1, 113-117 (1994).
8. W. Klaus, Y. Arimoto and K. Kodate, “Talbot array illuminators providing intensity and phase modulation,” J. Opt. Soc. Am. 14, 1092-1102  

(1997).
9. Y. Orihara, W. Klaus, M. Fujino and K. Kodate, “Optimization and Application of Hybrid-level Binary Zone Plates,” Appl. Opt. 40, 5877-5885 

(2001).
10.Y. Komai, K. Kodate and T. Kamiya, “Improved usage of binary diffractive optical elements in ultrafast all-optical switching modules,” Jpn. J. 

Appl. Phys. 41-1, 4831-4834 (2002).
11.K. Oka, A. Yamada, Y. Komai, E. Watanabe, N. Ebizuka, T. Teranishi, M. Kawabata and K. Kodate, "Optimization of a volume phase 

holographic grism for astronomical observation using the photopolymer," Proc. SPIE 5005, 8-19 (2003).
12.M. Nagayoshi, K. Oka, W. Klaus, Y. Komai and K. Kodate, "Optimal Design and Evaluation of a Color Separation Grating using Rigorous  

Coupled Wave Analysis," Jpn. J. Appl. Phys. 45, 6670-6677 (2006).  
13.K. Nakajima, Y. Komai, E. Watanabe, F. Moritsuka, S. Anzai and K. Kodate, “Fabrication of near-infrared volume phase holographic grism with 

high efficiency and high dispersion, and its application to a wavelength de-multiplexing device,” Opt. Rev. 14, 201-207 (2007).
14.K. Kodate and Y. Komai, “Compact spectroscopic sensor using an arrayed waveguide grating,” Opt. A: Pure Appl. Opt. 10, 044011 (7pp) (2008).

1.  K. Kodate, Y. Ohya, R. Thapliya and K. Kamiya, “Joint Transform Correlator for Optical Face Recognition System,” Opt. Rev. 3, 400-402 
(1996).

2.  K. Kodate, A. Hashimoto and R. Thapliya, “Binary zone-plete array for a parallel joint transform correlator applied to face recognition,” Appl. 
Opt. 38, 3060-3067 (1999).

3.  K. Kodate, R. Inaba, E. Watanabe and T. Kamiya, “Facial recognition by compact parallel optical correlator,” Meas. Sci. Technol. 13, 1756-1766
(2002).

4.  R. Inaba, E. Watanabe and K. Kodate, "Security applications of optical face recognition system: Access control in e-learning," Opt. Rev. 10, 255-
261 (2003). 

5.  E. Watanabe, N. Arima and K. Kodate, "Facial recognition system with compact optical parallel correlator using vertical-cavity surface-emitting 
laser array module," Jpn. J. Appl. Phys. 43, 5890-5896 (2004). 

6.  E. Watanabe and K. Kodate, “Implementation of a high-speed face recognition system that uses an optical parallel correlator,” Appl. Opt. 44, 666-
676 (2005).

7.  E. Watanabe and K. Kodate, “Optical correlator for face recognition using collinear holography,” Jpn. J. Appl. Phys. 45, 6759-6761 (2006).
8   E. Watanabe, Y. Ichikawa, R. Akiyama, and K. Kodate, "Ultrahigh-Speed Optical Correlation System Using Holographic Disc,“ Jpn. J. Appl. 

Phys. 47, 5964-5967 (2008). 

1.  Y. Takayama, Y. Okazaki, J. Zhang, T. Aruga and K. Kodate, "Method of hologram multiplexing by use of a fiber bundle with rotary movement," 
Appl. Opt., 43, 6, 1331-1336 (2004).

2.  Y. Takayama, Y. Okazaki, T. Aruga and K. Kodate, "Hologram multiplexing with distorted wavefront and disarrayed polarization by use of a fiber   
bundele in rotary movement," Opt. Comm. 242, 411-415 (2004).  

3.  A .Inoue, Y. Takayama, Y. Ishii, and K. Kodate, "Removeable fieldstone security key used in random pattern optical multiple recording,“ Jpn. J. 
Appl. Phys. 47, 5960-5963 (2008).

1.  N. Kawakami, K. Shimizu, N. Wada, F. Kubota and K. Kodate, “All-Optical Holographic Label Processing for Photonic Packet Switching,” Opt.
Rev. 11, 126-131 (2004).

2.  F. Moritsuka, N. Wada, T. Sakamoto, T. Kawanishi, Y. Komai, S. Anzai, M. Izutsu and K. Kodate, “Multiple optical code-label processing using 
multi-wavelength frequency comb generator and multi-port optical spectrum synthesizer,” Opt. Express 15, 7515-7521 (2007).

3.  Y. Komai, S. Anzai, N. Wada, F. Moritsuka, T. Miyazaki and K. Kodate, “Repetition-Rate-Tunable Terahertz Optical Clock Generation Based on 
Optical Spectrum Synthesizer Using Attenuation and Phase-Tunable Arrayed Waveguide Grating,” Jpn. J. Appl. Phys. 46, 5508-5511 (2007).

4.  M. Mieno, Y. Komai, N. Wada S. Shinada, T. Yoda, T. Miyazaki, K. Kodate, “Ultrafast Time-spread Optical BPSK Code Label Generation and  
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1.   小舘香椎子,「自然科学および科学技術系の学協会における男女共同参画への取り組み」まてりあ 43, 896-900 (2004). 
2.   小舘香椎子,「応用物理学会における人材育成・男女共同参画の今までとこれから」, 応用物理 76, 919-924 (2007). 
3.   小舘香椎子,「未来社会に向けた応用物理の課題と展望 －人材育成の視点からー」, 学術の動向 13, 62-65 (2008). 
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１．好奇心を誘う
研究テーマ

学生達との研究の熱い
ディスカッションが繰り広げられる

研究助成

共同研究・委託研究 多数

・文部科学省科学研究費補助金
「多重光機能システムと次世代フォトニック信号処理」

・NEDO研究開発費補助金
「動画検索のための超高速

光サーバの小型化に関する研究開発」

・SCOPE国際競争力強化型研究開発
「次世代光相関技術を用いた超高速画像情報検索・

著作権管理技術の研究開発」

・経済産業省
「自動動画検索技術を用いた海賊版実態調査研究」

他

２．こまめに成果を発信

国際会議 18回学部

修士 79回
博士 27回

（1992-2008年）

国内外での学会発表多数

３．チャレンジで
モチベーション向上

毎日の積み重ねが次のステップへ

受賞

４．信頼に基づく縦と
横のネットワーク

家政学士 64名
理学士 73名
本学 31名
他大学 13名
本学 4名
他大学 8名

学士

修士

博士

研究室の学生・学術研究員など人数
増加・多様化

５．ロールモデル
に学ぶ

卒業生が多様なキャリアで活躍し、
研究室訪問により後輩に良い刺激
を与える

６．風通しのよい
オープンラボ

外部講師や共同研究者による特別
講演も開いています

2008年度先端光技術研究会
にて

ICO2002

理学博士4名（本学3名,他大 OGも参加する夏合宿
1名）同時取得を祝う会にて

PSS
Photonic System  Solutions

2008年1月26日朝日新聞
朝刊 2面「ひと」

小舘研究室
6つのポイント

国内会議（シンポジウム等）

153回学部

修士 169回

博士 39回イノベーション
ジャパン

SPIE 2009 Women in Optics Monthly Planner
(http://spie.org/x1845.xml)

研究成果の技術移転のための
株式会社PSS（Photonic System Solutions）を設立

先端研究をベースとした人材育成

OFC, MOC,ICO, 
ISOM, SPIEなど

・OECC/IOOC Best Paper Award
・IWHM Award
・国立天文台特別感謝状
・応用物理学関係連合講演会講演奨励賞
・日本光学会奨励賞
・電子情報通信学会東京支部
学生会奨励賞（11件）

・ﾌｼﾞｻﾝｹｲ･大和証券ｸﾞﾙｰﾌﾟ
女性起業家ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ2007 ﾘﾋﾞﾝｸﾞﾄﾞﾘｰﾑ賞

＊成瀬仁蔵先生記念奨学金（4件）
＊日本女子大学学業・研究奨励賞（7件）

他 ＊は学内

卒業生の多様なキャリア

就職先人数 BEST5
・東芝グループ 13名
・日立グループ 9名
・富士通グループ 6名
・キヤノングループ 5名
・大日本印刷（株） 5名
その他の就職先
住友電気工業（株）, オリンパス（株）
（株）野村総合研究所, 浜松ホトニクス（株）

進学先
＜学部卒＞
・日本女子大学大学院 35名
・東京工業大学大学院 3名
・大阪大学大学院 2名
＜修士卒＞
・日本女子大学大学院 4名

理学博士取得者就職先

・（独）情報通信研究機構
・（株）日立生産技術研究所
・JSTさきがけ専任研究員
（日本女子大学客員講師）

・日本女子大学理学部 助教

（1972～1994年）
（1995～2008年）
（1972～2008年）
（1983～2008年）
（1972～2008年）
（1983～2008年）


